
様式１ 源泉に関する調査

自治体名
所属課・室
記載担当者
e-mail
電話
ｆａｘ

様式１－１の記入方法
１）貴都道府県の温泉台帳等より、「自然湧出」、「掘削自噴」、「動力揚湯」それぞれについて温泉数と湧出量の合計値を利用、未利用ごとに教えてください。
２）平成20年度末の時点のデータを教えてください。
３）合計の数値は、「平成２０年度温泉利用状況調査」の結果と一致させてください。

（様式１－１） （平成20年度末）
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様式１－２の記入方法
１）温泉台帳等において以下のいずれかの条件を満たす源泉全てについて記入してください。（※最新の温泉分析書に基づいて判定してください。）

・ほう素が10mg/l超（メタホウ酸換算で40mg/l超）
・ふっ素が8mg/l超

２）温泉台帳等に記載されている事項（温泉地名、源泉名、・・・、温泉供給施設数）を教えてください。
３）源泉の湧出時期（年月日）については、掘削自噴、動力揚湯の源泉について記入してください。湧出時期がわからない場合は不明と記入ください。（自然湧出の源泉は空欄で結構です）
４）泉温、液性、滲透圧、新泉質名については、鉱泉分析法指針に基づいて分類し、記入してください。
５）分析結果は、最新のもの（１つ）を記入してください
６）平成20年度末の時点の状況を教えてください。

（様式１－２） ※網掛けは記入例です。 （平成20年度末）
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○○県 1 ○○温泉 源泉１号 500 38 400 利用 有 無 S53.4.6 4 2 3 3 2 単純CO2泉 H15.6.5 7 15 <0.005 10 <0.005 <0.0005

○○県 2 ○○温泉 源泉２号 35 300 利用 無 無 5 0 3 3 2 単純CO2泉 H13.3.2 8 13 <0.005 85.5 <0.005 <0.0005
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様式２ 源泉を利用する施設に関する調査 ※網掛けは記入例です。

１）様式1-2であげていただいた源泉を利用している施設の全てについて教えてください。
２）複数の源泉を利用している場合には、その他に利用している源泉の欄に源泉名を記入して下さい。
３）様式1-2であげていただいた源泉を複数利用している施設については、１回だけ記入していただければ結構です。
４）水質汚濁防止法での施設の取り扱いについては、都道府県所管分の施設（水濁法政令市所管の施設以外）について回答してください。
５）平成20年度末の状況を教えてください。

（平成20年度末）
その他に利用している源泉

1 ○○温泉 源泉１号 ○○ホテル ○○町○○番地 1 なし 有 66-2イ・66-2ロ・66-2ハ
1 ○○温泉 源泉１号 町営○○の湯 ○○町○○番地 2 源泉２号（２）・源泉50号(-) 無
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－区分－
1．宿泊施設
2．公衆浴場
3．その他

所在地

源泉を利用する施設

3.その他の場合は具体的
に




